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Pick UP！   議会の注目事業 

令和7年度
市のお金の
使い方

ザ・議会視点

決算特集

 高齢者  敬老会事業
� 1,783万円
　高齢者の長年の社会貢献に対し、 感

謝と敬老の意を表し、 市民自らが福祉

に対する理解と協力を深めました。

令和７年度における小美玉市の総決算額は約４２２億円でした。

そのうち一般会計の支出は２７１億５６６万円で当初予算から約６億９，０００万

円の増加となりました。収入は市税やふるさと応援寄附金、地方交付税などの

増加により前年度と比べ約１４億７，０００万円の増加となりました。

決決
令 和 ７ 年 度令 和 ７ 年 度

算額算額442222億円億円

今年の実り今年の実りをを「「決決算算」」でで見てみ見てみよようう！！
どう
使われた？

 畜産  �高騰する畜産飼料へ
　　 購入支援
� 1,905万円
　牛が食べる飼料 （干し草） の高騰に

伴い、 購入支援金を支出することで

畜産経営の負担軽減を図りました。

 防犯  防犯施設を整備
� 1,539万円
　犯罪防止と事件・事故の防止を目的

に、 防犯カメラや防犯灯を設置し、 地

域防犯力の推進を図りました。

 くらし  住宅取得の一部を助成
� 940万円
若年世帯や小美玉市へ移住する方の

住宅取得費用の一部を助成することで、

人口減少の抑制と地域の活性化を図っ

ています

 子育て  �子育て世帯の医療費を
補助   1億3,114万円

　小児・妊産婦・ひとり親家庭の方が

医療保険で受診した際の費用を一部又

は全部助成し、 経済的負担の軽減を図

りました。

 教育  �旧キャトル・セゾンを
改修   

6,743万円
　旧キャトル・セゾンを改修し、 子ども

の新たな居場所として整備しました。

❾❸
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自主財源41.7％ 依存財源58.3％

市税26.3％

繰
入
金

５
・
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％

繰
越
金

３
・
９
％

そ
の
他

６
・
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％

地方交付税

21.4％

国庫支出金

18.0％

県
支
出
金

６
・
９
％

そ
の
他

12

・
１
％

自主財源 ・ 依存財源の割合は

※円グラフ内の❶〜❿の数字は、 下の事業ピックアップの費目と対応しています

 くらし  �茨城トヨタスポーツパー
クたちばなを整備

� 1億9,816万円
　旧橘小学校敷地の跡地活用として、

芝生広場や遊具などを含む広場を整備

しました。

 交通  �市道や歩道の整備・拡幅
�  4億4,800万円
　市内の道路を整備・拡幅することで

交通利便性の向上を図るほか、 歩道の

整備を進め、 通学児童の安全性の向上

を図りました。

 消防  �高規格救急自動車を
　　 購入
� 3,630万円
　高規格救急自動車を購入し、 救急活

動体制の強化を図りました。

❽❷❺

税務事務、
住民票の管理

などに
32億5,549万円

借金の返済に
25億1,484万円 学校教育、

生涯学習
などに
40億7,331万円

ごみ処理等、
まちの衛生のために
　　　　　　15億6,739万円

他の会計や
団体への支出等に
　　　　　　13億7,843万円

道路、公園整備などに
21億6,493万円

消防費     12億5,153万円

農林水産業費     9億3,778万円

商工費　　 5億4,629万円

万円未満切り捨て

議会費　　　1億9,704万円

労働費               　68万円など

福祉のために
92億1,790万円

民生費●❶

教育費

土木費

●２❷総務費●２❸

●２10
●２❾

●２❺

公債費

●２❽

衛生費

諸支出金

一般会計一般会計
歳出歳出

 271 271億億566566万円万円

市の決算概要に
関する詳細は
こちら
（市HP）

　議会では今回の決算審査を踏まえ、令和９年度の予算を

より充実したものにするため、執行部に対し過去最多の質

疑を行いました。厳正なチェックの結果、「認定」しました。

＼議会の／

ちょっと
 注目！な話

 過去最多!
 事前通告数

３１５ 質疑・答弁一覧
（市議会HP）
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ALT英語
については
こちら
（市HP）

妊産婦タクシー
については
こちら
（市HP）

外国語指導助手派遣業務
グローバル化の現在、英語力向上は重

要で、ＡＬＴは必要不可欠。教育の原

点に戻り、活用方法を工夫し、学習意

欲の向上につなげることを願います。

小
こばやし

林 義
よしはる

治さん（東平）

妊産婦タクシー
市内や近隣に出産可能な医院はなく、

陣痛時などの肝心な時は使用できな

い。おむつ券など経済的な支援をし

ていただければいいなと思います。

２０代・女性（小川）

決算に関する主な質疑

Q
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
金
の
当

初
予
算
25
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は
1
万

円
で
執
行
率
４
％
だ
っ
た
。
評
価
と
分
析

を
伺
う
。

A
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
の
執
行
率
は
4
％

で
申
請
件
数
は
1
件
だ
っ
た
。
妊
娠
届

出
時
に
制
度
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説

明
は
し
て
い
る
が
、
利
用
が
少
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
必
要
な
方
へ
支
援

が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
引
き
続
き
、

妊
娠
届
出
時
に
は
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、

利
用
促
進
に
努
め
て
い
く
。

出産・子育て応援事業
� 妊産婦タクシー利用補助金

（1万円）
妊産婦が妊産婦健診・出産等で医療機関へタク

シーで通院する場合の運賃に対して支払う補助金

妊産婦の健診や出産時の通院を支えるタクシー利用補助

制度

Q
こ
の
事
業
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
英

語
力
が
ど
の
程
度
向
上
し
た
の
か
伺
う
。

A
全
て
の
外
国
語
や
英
語
の
授
業
で
は
、

毎
時
間
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
外
国
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ブ

レ
ン
デ
ィ
ッ
ド
授
業
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
指
導
、
台
湾
交
流

の
際
の
支
援
、
教
職
員
の
英
語
研
修
等
、

様
々
な
場
面
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
令
和
７
年
度
の
中
学
３
年

生
の
Ｃ
Ｅ
Ｆ
Ｒ
Ａ
１
レ
ベ
ル
（
英
検
３
級
）

相
当
の
英
語
力
を
有
す
る
生
徒
の
割
合
は

59
・
３
％
で
前
年
度
よ
り
３
・
９
％
向
上

し
た
。

語学指導経費
外国語指導助手派遣業務委託料

（6,105万円）
市内小・中学校、市立幼稚園にALT（外国語指導助

手）を派遣し、英語教育の充実を図るもの

ALTとの対話や交流を取り入れて実践的な英語力を育む

授業

英語力向上ALT活用で制度周知を利用低迷、
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令和7年度
市のお金の
使い方

ザ・議会視点

決算特集

国際交流
については
こちら
（市HP）

プレミアム商品券
については
こちら
（市HP）

プレミアム商品券
利用者の利便性向上が期待できる取組

であり、アンケート結果を反映し、着

実にデジタル化を進めてほしいです。

鈴
す ず き

木 裕
ひろあき

明さん（堅倉）

国際交流活動事業
決算を踏まえて国際交流の現場の

現状に即したメリハリをつけた予

算を組んで欲しいと思います。

郡
ぐ ん じ

司 眞
ま ち こ

知子さん（本田町）

の推進国際交流

Q
年
々
増
加
す
る
市
内
在
住
外
国
人
と

の
共
生
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
考
え
か
伺
う
。

A
年
々
増
加
す
る
外
国
人
住
民
と
の
共

生
に
向
け
、
生
活
に
必
要
な
情
報
の
多
言

語
化
や
日
本
語
学
習
支
援
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
日
本
語
教
室
や
国
際
交
流
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、
外
国
人
住
民
と

地
域
住
民
が
交
流
で
き
る
機
会
の
充
実

を
図
る
。
ま
た
、
地
域
活
性
化
起
業
人
と

の
連
携
や
多
言
語
翻
訳
機
を
有
効
に
活

用
し
、
県
・
国
の
支
援
も
得
な
が
ら
、
外

国
人
住
民
が
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

国際交流活動事業
� （776万円）
国際交流ひろばなどの事業を開催し、市民に対し

国際交流への理解と国際感覚の育成を図るもの

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
向
け
た
進
捗
を
伺
う
。

A
現
在
、
電
子
決
済
キ
ャ
リ
ア
（
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
）
へ
の
聞
き
取

り
調
査
及
び
、
近
隣
市
町
に
お
け
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
移
行
状
況
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。

　

併
せ
て
、
商
品
券
購
入
者
を
対
象
に

デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
令
和
９
年
度
の
実
施
に
向
け

て
、
一
部
試
験
的
な
導
入
を
前
提
に
商
工

会
と
協
議
を
進
め
る
。

元気再生プレミアム商品券発行事業
補助金
� （4,700万円）
市内の個人消費の喚起や市商業の振興と活性化を

図るもの。

市内での買い物を後押しし、 地域の商業活性化につなげ
る商品券

日本語教室や交流の場を通じて、 外国人住民と地域との

つながりを育む

デジタル化へ商品券の
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